
内
外
海
地
区
の
皆
様
に
は
今
年
も
一
年

間
ご
指
導
、
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
す

が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。（
N
） 
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公民館だより 

【
令
和
5
年
１
月
の 

行
事
予
定 

】 

8
日
（
日
）
小
浜
市
成
人
式 

（
文
化
会
館
） 

11
日
（
水
）
定
例
区
長
会 

１１
日
（
水
）
コ
コ
カ
ラ
元
気
教
室 

14
日
（
土
）
内
外
海
地
区
子
ど
も
会 

か
る
た
交
流
会 

18
日
（
水
）
コ
コ
カ
ラ
元
気
教
室 

24
日
（
火
）
短
歌
教
室  

  
12
月
17
日(

土)

、
区
長
会
、
婦

人
会
始
め
地
区
協
力
組
織
の
皆
様

の
ご
協
力
で
、
大
掃
除
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
年
末
の
慌
し
い

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
公

民
館
大
掃
除
も
年
2
回
実
施
し
て

頂
い
て
い
る
お
か
げ
で
き
れ
い
に

な
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
は
、
松
枯
れ
の
木
や
庭
木

の
下
枝
伐
採
な
ど
多
く
の
作
業
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
れ
で
気
持
ち
良
く
お
正
月
が

迎
え
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

【令
和
5
年
１
月
の 

休
館
日
】 

１ 

日
～
４
日
（
水
）
年
始
休
館
日 

9
日
（
月
）
成
人
の
日 

10
日
（
火
）
振
替
休
館
日 

15
日
（
日
）
家
庭
の
日 

16
日
（
月
） 

23
日
（
月
） 

30
日
（
月
） 

 

探
検
家
高
橋
大
輔
氏
が
、小
浜
に

伝
わ
る
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」「
人

魚
伝
説
」
を
探
る
中
、
資
料
か
ら
堅

海
区
に
「
比
丘
尼
谷
」
と
『
比
丘
尼

岩
』
な
る
地
名
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、堅
海
区
に
そ
の
存
在
の
確
認
に

き
ま
し
た
。
高
橋
氏
は
、「
小
浜
山

の
会
」
藤
田
（
甲
ヶ
崎
）
氏
を
窓
口

に
し
て
、
堅
海
区
古
老
R
氏
の
記

憶
か
ら
久
須
夜
ヶ
岳
山
奥
ま
で
探

検
し
、
中
腹
に
高
さ
8
m
、
横
13

m
の
岩
を
発
見
し
ま
し
た
。
岩
の

写
真
を
堅
海
区
Ｔ
氏
に
確
認
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
『
比
丘
尼
岩
』
で

あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。 

堅
海
区
の
老
人
の
話
で
は
、比
丘

尼
岩
の
陰
で
八
百
姫
が
生
れ
た
と

の
伝
説
が
あ
り
、村
人
は
こ
の
岩
に

向
か
い
三
拝
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

  

《
拾
椎
雑
話
》
よ
り 

〇
堅
海
浦
海
恵
寺
よ
り
三
十
町
斗

奥
山
を
、
び
く
に
谷
と
い
ふ
。
二
丈

斗
高
き
岩
あ
り
、其
形
尋
常
な
ら
ず
、

是
を
、
び
く
に
岩
と
云
。 

上
代
八
百
比
尼
此
巖
の
陰
に
生
ま

れ
し
と
云
伝
ふ
。 

〇
堅
海
浦
お
く
山
に
比
丘
尼
谷
と

い
う
所
有
、
む
か
し
仲
東
と
い
う
も

の
木
こ
り
候
へ
は
、
大
な
る
う
は
ば

み
出
て
呑
み
け
る
。
腰
鎌
を
さ
し
ゐ

た
れ
ば
や
が
て
鎌
に
て
腹
を
さ
き
破

り
出
た
り
。う
は
ば
み
も
に
け
去
り
、

仲
東
も
難
を
遁
れ
て
家
に
帰
し
と

也
。
う
は
ば
み
の
腹
内
甚
た
熱
し
た

り
、
此
毒
気
故
か
あ
た
ま
は
け
て
髪

は
一
筋
も
な
し
と
。（
文
は
旧
か
な
使

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。） 

比
丘
尼
岩
が
見
つ
か
り
、
今
後
の

展
開
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

やはりあった!! 比丘尼岩 

岸 

裕
美
子 

山
下 

善
嗣 

上
田 

久
美
子 

川
代 

宣
行 

品
川 

憲
治 

大
橋 

正
博 

吉
武 

幸
一
郎 

氏 

名 

主
任
児
童
委
員 

田
烏 

阿
納
、
犬
熊
、 

志
積
、
矢
代 

加
尾
、
西
小
川
、

宇
久 

堅
海
、
泊 

阿
納
尻
、
若
狭
、

仏
谷 

甲
ヶ
崎 

担
当
区
域 

 

民
生
委
員
・ 

児
童
委
員
交
代 

令
和
４
年
度
12
月
１
日
よ
り
三
年
間
の

任
期
で
新
た
に
次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。委
員
の
皆
様
に
は
、内
外
海
地
区
並
び

に
各
担
当
地
域
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

  
  

(

敬
称
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た) 

 

 

  

 

 

 

はっぴゃく びくに 

高
橋
大
輔 

氏 

紹
介 

高
橋
さ
ん
は
、
秋
田
市
生

れ
。
探
検
家
で
南
米
の
無

人
島
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
の
モ
デ
ル
の

人
が
暮
ら
し
た
住
居
跡

を
発
見
し
た
他
、
浦
島
太

郎
な
ど
の
伝
説
・
伝
承
を

基
に
現
場
で
調
査
し
た

こ
と
を
本
に
し
て
い
ま

す
。 

比
丘
尼
岩
探
検
の
模
様

は
、
令
和
4
年
10
月
11

日 

Ｂ
Ｓ-

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
魂
」
で
放
映

さ
れ
ま
し
た
。
英
王
立
地

理
学
会
か
ら
勅
許
物
理

学
者
の
認
定
を
受
け
る
。 

著
書
：『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
を
探
し
て
』

（
新
潮
者
社
）、『
浦
島
太

郎
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の

か
』（
新
潮
社
） 
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11
月
18
日
、
小
浜
市
民
体
育
館
で
市
老
連
の
第
３

回
親
善
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
内

外
海
地
区
か
ら
、
４
チ
ー
ム
（
12
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
毎
週
熱
心
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

も
残
念
な
が
ら
入
賞
は
難
し
か
っ
た
で
す
。 

内
外
海
保
育
園 

『
生
活
発
表
会
』 

－3－ 

地
区
老
連

 

 

12
月
13
日
、
14
日
子
ど
も
会
「
放
課
後
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ル
タ
教
室
は
、
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
、
講
師
に
雲
浜
地
区
の
吉
村
さ
ん
、
と
清
水

さ
ん
に
き
て
い
た
だ
き
、
基
本
「
ル
ー
ル
・
挨
拶
」
な

ど
説
明
し
て
も
ら
い
練
習
に
入
り
ま
し
た
。 

《
主
な
内
容
》 

 

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
：
若
狭
湾
自
然
の
家 

 

○
紙
芝
居
：
若
狭
区
法
雲
寺 

原
澤
住
職 

 

○
L

E

D
ラ
ン
プ
作
り
： 

K

E

I

S
庵 

 

○
宿
題 

 

○
カ
ル
タ
教
室 

 

参
加
児
童
は
、
30
名
あ
り
楽
し
そ
う
で
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
優

良
市
区
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
と
し
て
、

活
動
の
成
果
が
認

め
ら
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

立
派
な
賞
状
と

楯
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 

11
月
23
日
内
外
海
小
学
校
「「
学
習
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
児
童
緊
張
の
中
、
一
生

懸
命
発
表
し
、
父
兄
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
発
表
内
容
は
、
全
学
年
と
も
『
内

外
海
地
区
に
関
連
し
た
内
外
海
の
い
い
と
こ
ろ
や

防
災
』
な
ど
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、「
P
T
A
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
が
４
班
に
分
か
れ
、
親
子
体
験
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
に

は
50
名
の
参
加
が
あ
り
、
空
振
り
あ
り
の
特
別
ル

ー
ル
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

  

 

 

 

そ
の
後
、
パ
ン

テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
使
っ
た
傷
の

手
当
て
を
学
び
ま

し
た
。
参
加
者
は

19
名
で
し
た
。 

（
記 

S
） 

 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
お
互

い
力
を
合
わ
せ
て
練
習
し

て
き
た
歌
、
踊
り
、
劇
遊

び
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
、
自
分
の
力
を
精
一
杯

出
し
切
り
、
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

５
２
６
個
花
び
ら
を
あ
わ
せ
て
桜
の
花

を
つ
く
り
、
学
校
裏
で
拾
っ
た
木
の
枝
に
く

っ
つ
け
ま
し
た
。
作
品
名
は
「
虹
華
」
で
す
。

全
校
児
童
協
力
の
も
と
制
作
期
間
６
ヶ
月

（
約
１
１
０
時
間
）
か
か
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

12
月
３
日
、
4
日
に

行
わ
れ
た
地
区
対
抗
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
惜
し
く

も
１
回
戦
敗
退
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
い
汗
を

か
き
ま
し
た
。 

虹
歌 

11
月
17
日
、
赤
十
字
奉
仕
団
「
短
期
講
習
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
佐
藤
豊
子
指
導
員
（
犬
熊
）
。 

内
容
は
、
赤
十
字
の
創
設
者
か
ら
赤
十
字
奉
仕
団
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

 

市
ス
ポ
協
『
地
区
対
抗 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』 

小
浜
市
赤
十
字
奉
仕
団 

内
外
海
分
団 

 

 

 

カルタ教室 

 

12
月
10
日(

土)

「
生
活
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、
１
部
は
未
満
児
か

ら
３
歳
児
、
２
部
は
４
・
５
歳
児
に
分
け
て
、
行

わ
れ
ま
し
た
。 

LEDランプ作り 

  
 

紙 芝 居 
 

 

内
外
海
小
学
校
パ
オ
ン
学
級
２
名
の
児
童
が
、
、
昨

年
度
に
「
折
り
染
め
紙
」
に
校
歌
を
書
き
ま
し
た
。

作
品
名
は
、「
虹
歌
」
で
す
。
今
年
度
は
、
折
り
染
め

紙
を
使
っ
て
、
桜
の
花
び
ら
の
形
に
折
り
ま
し
た
。 

レクリエーション  
 

虹華 


